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編集後記：春になり新年度がスタートしました。最近、自然の風景よりも、研究費の報告書と申請書の時期によって季節の変わり目を

感じることが多くなってきたのが少し悲しいところです。それはともかく、公募班が加わり、今後どのように「クロマチン動構造」領

域が発展していくのか楽しみです。次号から、公募班の研究紹介を掲載していく予定ですので、引き続きよろしくお願いします。HiKi 
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